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モア カゴ ミ ム スシ の 形態 に 開 す る 知見 
衣 場 金太 郎 ・ 準 野 十 基 


JINIGTE MORPHOLOGISCHE KENNTNISSE VON ETNEW 
LAUFKARER, DOLICHUS HALENSIS SCHALLER. 


Von KINCARO BABA U. ZryUzZO SAWANO, 
NO 
を 控 集 する と の で 、 之 を 材料 に 穏 各 部 の 比 成長 や 
玩 信 狂 化 等 の 形態 卒 的 調 浴 を 行 つ た 。 93 を 始め 骨 下 各地 痢 の 同 種 2 を 
BGP 


Gt68 helensis RGCHATUER 


此 鹿 新潟 高等 処 校 生物 蛋 攻 窒 壮 任 紀 保 一 軸 敦 授 の 日 頃 の 御旗 護 に 深く 感 
謝 し , 叉 回 校 動物 尉 搭 任 の : 村 生 雄 教 授 の 状 考 等 ic 和 名 へ られ を 御 便 窒 に 原 く 講 
意 を 表す る 。.. 
1. 性 徴 


本 狂 は 第 1 彫 に が す 様 C 尾 板 の 形 下 IC 生 著しい 性 微 を 現す 。 印 ち 雌 の 此 披 
は 基部 の 幅 腐 く , 高 さ 比較 的 低く , 〈 第 1 賠 , A.) 雄 の それ は 雌 に 比 し て 茶 底 狭 
NR ECR ' 

猫 歩行 短 科 に 多く その 例 を 

る 所 で ある が , 杯 種 も 赤尾 相 
の 後 年 部 は 自 修 の 部 分 と 司 周 
され 策 粗 面 を な す 。 今 此 の 部 
分 を 優 (C 尾 板 環 面部 と 呼び 自 
稚 の 部 分 を 尾 板 主 部 と 移す る 
事 と する 。 然 ら ば 尾 板 粗 面部 
の 前 締 は 雄 に あつ て は 北 較 的 
緩い 了 撤 を な し 雌 に 於 て は や ヽ i TA GEN 

又 雄 に 於 て は 幅 に 制す る 高き ひひ 誠 の 商用 偉 上 に 面 ]). 雌 の 前 肢 路 委 」 曽 
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低く . 朴 の 場合 は それ が より 高い (第 1 賠 、A」 B, の 7 

本 竹 は 双 一般 の 沙 行 呈 科 の 例 に 小 和 れ ん ず , 前 岐 踊 箇 エー 委 に 普 し い 第 二 夫 
性 役 を 現 は す 。 印 ち も 攻 の 前 野路 秋 ユー1I[ 侯 は 特に 著しく 拡大 し 、 下 商 に は 後 拭 
を 寄生 する 。 時 第 1 踏 世 の 末端 の 刺 モ は 暴 に 於 て 特に 太く . TIL 蹴 疫 下 面 の 
2 継 絢 を な す モ モ は 蜂 に 於 て は 隊 下 汰 に 短く 太く , 雄 に あつ て は 幅 汐 に 長く 細 
いて 第 耳 賠 . D)。 

此 の 外 、 贈 長 , 鯛 角笛 に 多少 の 性 的 券 異 を 認め る 事 が 出来 る が , 之 は 別項 に 
於 て 論 本 る 事 と する 。 

人 鏡 各 部 の 計測 蒲 び に 比 成 長 
本 項 の 詩人 の 入 に 芋 者 等 は d, 各 SO 頭 の 材料 を 用 ひ た 。 
先 つ 概 長 を を , 頼 靖 端 よ り 夷 暫 礎 敵 錠 と し て , 語末 電位 に 測定 し 炊 夷 を 竹 


た 。 
第 1 青 
の Cum 上 0 A 16.0 17.0 18.0 19.0 200 
|: ・ | 
絢 : a 149 9_ 16.9 17.9 18.9 19.9 20.9 
2 | Of 5 
ふ 9 28 20 99 2 0 
円 10 | 15 2 16 | 3 


上 実に 明らか な る 如く , さす は に 上 比 し て 殺 小 形 の も の が 多い 。 印 も ちさ は 14.5 
19.6 mn, その 下 均 は 17.05 mn gp は 1 まま.5~20.9 nm 王 移 は 18.15 mm 


で あつ た 。 
第 1 夷 記 準じ て , 鎌 色 の 測 守 結果 を 表示 すれ ば 第 5 珠 と な る 。 
第 2 天 
へ 届 誠 長 9.0 95 ! 100 10.5 : 0 | HN 5 120 
性 。 (nn) | | 
M a | 94 | 99 : 104 10.9 選 4 | 和 4 12.4 
5 人 - に > トー で ーー ーー ニーーー nas 
内 | 2 | 12 | i i 30 : 1. 
SS | | a IN 
ーー Js | | i 『 * ! | i 
ゃ | 4 . 8 14 19 | 0 “ 
1 H 
* M こ ょ 1 ee ーーーーーーーーーー - ee 
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上 表 を 補 送 す れ ば す 3 の 久 角 の 長き は .9.4 て 12.1 mm。 平均 は 10.57.mm, や 
の それ は 9.0 一 11.9 mm で 年 均 は 10.68mmu で あつ を 。 之 を 上 輝 の 骸 長 と 比較 
すれ ば さ , ? の 差 の 延 だ 僅か で ある の が 注目 さ 札 る の で ある 。 
更 多 同様 と し て 後肢 の 長 さ を 計測 し , 第 3 表 を 得 た 。 
「 第 8 表 


人 (mm 80 140 | 150 | 160 | 170 | 180 
Pe | | | 1・ | . | 
NMM NN 。 
内 gg ,. 112 21 | 2% 19 2 
| en _ 
ゃ ! 2 10 16 St ' 19 1 
| 


上 表 か ら 後肢 の 長 さ は 9, ? に 状 し と 差 な き を る 。 事 貧 d の 平均 16.25 
nan に に 将 し , ? は 16.02mm で , 8d の 方 が 僅か に 長い 領 向 を 見 を 。 

以上 の 測 定 結 果 に 基 い て , 更 著 者 等 は 久 角 及び 後肢 の 長 さ の 帳 長 に 圭 す 
る 相 開 即ち 比 成長 の 調 衣 を 試み た 。 そ 4 札 と は Hoxrsy の allometny の 式 を 控 
用 し , 之 営 て 欲 め て 計算 し た の で ある が 結果 は 次 の 敷 式 で 示さ れる 事 と な つ 
た 。 


xr 0・80 
1.09 A a) 


鯛 久 は (る ) 


= と 0-79 
1.08 X, 0 ) 


ラン ロビ テ = ァ 1.01 
後肢 は る) = 0.91 X >) 


lee 
(介し は 人 鯛 角 叉 は 後肢 の 長 さ を , さ は 過 て 骸 長 を あ ら は す 。 獲 , 計算 間 位 は mm 
と す ) ' ] 

上 の 議 式 を 通 覧 する に 個 角 に 於 て は は , 9 の 末 式 は 何れ も 近似 し て 居り 
指数 も 係数 も 共に d の 方 が 値 か tc 0.01 だ け 高 い 値 を 示す 。 人 即ち 鯛 と 簡 長 と 
の 比 成長 は は 」 9 極め て 近い 形 を 取る が , 唯 す の 方 が 僅か に 比較 的 長い 鮎 角 を 
有する 事 を 知る 。 然し て d, 9 が 共に nesative allometry を 示す 事 は 注目 す 
べき で あら う 。 
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之 に 反し て 後肢 の 式 は は * に 於 て 紫 だ 異な る も の と な つて ゐる 。 ? は 明 
ら か iC negative ailometry で ある が ば は 殆ど jsemetry と 棋 し て 碁 支 へ な く , 
然 も 答 ろ 0.01 だ け positive と な つて ゐる 。 騙 係 艇 に 於 て は さ の 0.91 に 詩 し 
ゃ は 12+ で 可 成 り の 差異 を 現し て ゐる 。 筐 測 に 於 て 弧 め て 近似 せる 値 を 示す 
所 の すさ, gg の 後 有 躍 が その 比 成 長 に 於 て 天 る 時 な る 傾向 を 有する 事 は 著者 等 の 注 
意 を 引く に 充分 で あつ た 。 此 の 式 に 基 い て を, y の 家 測 値 より , 大 毅 の 性 別 の 月 
安 を 附け る 事 が 出来 る の で ある が , 家 際 に 於 て は y の 管 測 値 の 小 な る 場合 に は 

さす. 9 の 耳 曲 線 が 近接 し , y の 値 の 大 きい 程 刊 別 が 容易 と な る の で ある 。 

猫 隊 下 の 各地 ょ り 得 た 22 頭 の 本 種 に 攻 い て は 如 . 上 の 材料 と 層 別 すべ き 特 
別 な る 色 化 を 見 な か つた 。 

I 斑紋 緒 人 比 
モ プ カゴ ミュ ムシ に 種々 な 斑紋 弄 の 現れ る 事 は 競 に 多く の 聞 訟 の 記 十 所 で あ 
る 。 
先 づ 頭 部 (C が て は , 複眼 問 に 暑 赤 色 の 松 條 の 現 4 し る も の と , 会 く 規 双 な る 
も の と が 識別 さん る が ., 此 等 は 屯 に 移行 し . 中 問 型 を 呈 し て 次 際 上 の 刊 別 が 困 牙 
で あつ た の で 区 者 符 は 之 を 全く 度 外 し , 唯 前 胸 薄 及び 次 末 の 斑紋 廷 化 の み を 追 
求 し た 。 
恒 胸 穫 の 斑 絞 は 4. 黒色 に し て 捉 終 の み 赤 散 色 を 嬉 す も の 。 
BB 企 く 赤 鞭 名 を 呈す る も の 。 
GO. 如 上 の 南 型 の 忠 間 を 示し , 赤 黄 公 の 地 に 黒色 絞 を 現 は す も の 。 
閉 縛 は 。 て て. 全部 黒色 を 呈す る も の 。 
Y. 償 含 線 前 年 を 中 心 I に 赤 黄 紋 を 有する も の 。 

常 者 等 は 以上 の 如く 型 を 分 つて 調 座 を 進め た の で ある が , 窒 際 に は 中 間 現 
を 足す る も の が 現れ て , その 所 届 決 定 に 迷 ふ 場 合 も 往々 た に あつ た 。 例 へ ば 欧 病 の 
班 終 を 有する も の る も 極め あて 大 きく 明 硫 な 春 絞 の も の か ら , 殆ど 消炎 し ょ うた な 小 
絞 を 有する も の 迄 閣 細 的 に 推移 する の が 見 られ た 。 

上 回 の 天 物 及び 前 胸 壮 の 組合 せ か ら 理 論 上 i 個 の 斑 絞 型 を 得る が , 有 之 等 
は 価 札 も 状 痢 等 の 探 代 品 中 に 宮 在 し , その 出現 問 度 は 表 央 に 示す 通り で あつ た 。 
(介し A, B,C 及び X,Y を 各 環 紋 型 の 記 錠 と し . 之 を 列記 する 事 に 依 つ て ? 缶 
剛 の 玉 絞 弄 を 現す 事 と する 。 之 を 例 へ ば A X は 前 胸 薄 は 黒色 で 了 雨 側 結 の み 赤 
黄色 , 麹 囚 は 全く 黒色 な る も の を 示す 規約 と する ), 
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第 4 素 
玩 絞 現 | 2 
| Av BX ' BY | CX ! cy 
} Fg ーー ニー 
昌和 | あふ 4 | 1 9 | 10 | 了 < ィ 
新 , 15.VI1988 ! ee = ミ 
N SS 1 導 20 | 1 | 1 9 
. 賜 ーー i ie ! 
| 1VIT1938 人 に も 、 3 ) ! 15 15 2 | ¢ 
- に | | 
市 25.VI[.1938 | ゃ | 2 0 | 17 18 5 | 5 
1929 え 4 導い ト < 9 
cE EE EE EE イー ニニ ニニ ニニ ニー ュー と / ーー ニュ ーー セー Eiri 
1 1938. * 2 06 89 2 ルト 1 
合 & 14 6 | 85 25 6 12 
計 ? 5 1 | 51 51 20 15 


本 穂 の 斑紋 に 就 い て は 控 に 松村 博 131. 日本 昆 議 大 鑑 ) は 「『 雌 に 有限 
り 次 新 に 長き 赤 黄 紋 あ り 」 と 言 ひ , 更に (1981, 日 本 遂 傘 中 線 賠 読 、 中 識 の 部 ) 
重ね て 「 雄 C 於 て は 閉 に 赤 黄 絞 を 如く 」 と 示し て 
の る 。 著者 和佐 は 少く と も 越後 産 の セア rx ござ ミ ム シ に 
競い て は 決し て 折る 事 供 を 認め る 事 が 出来 な い 。 
と 芯 ふ の は 上 表 に 見 る 如く , 現に AY, BY, CY の 
様 な 斑 絞 弄 の ゃ の が 多 表 の 3 に 現れ て ゐる か ら で 
ある 。 の みな ら ず すず CY は ば. 共に その 出現 奉 
約 12 タ の 同 泰 で , BY も 殆ど すさ,.9 0 な く 約 25 
2 を 占め , AY に 於 て は 序 つ て 遡 に すす の 6 交 に 持 
レ 9 は 僅か 1 に 浦 た な い 低 卒 を 示し て ゐる 。 従 
て 學 輸 の 赤 黄 絞 , マ の 出現 率 の 弧 計 は 3 持 %, や 
38 多 で す 3 の 方 が 寧ろ 高 率 で あり , 松村 二 士 の 記 光 
- を 不全 せしめ る 結果 と な つて ゐる 。 と る ゃ も あれ \ 贅 輪 の 
型式 六 了 は すす に は ママ 多く .? に は くべ 多 し と 云 ふ 


i 議 第 2 賠 
も , て の 差 上 か に 6% に 過ぎ ず , その 出現 牽 は すさ, 9 モテ カゴ ズミ ム シ の 更 紋 氏 化 
C 問 差 を 認め め ず まず と 言 ふ と と が 内 AS BX, CX,AY, BY 
5 UY 正常 斑 価 弄 
前 胸 背 の 夷 級 型 の 出現 奏 を 氷 ね る に , A は 4 Bab. 異常 妊 紋 弄 
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30 ググ 。 や う の 2 で B は の G12、" 7 の 更に で C は 3 IS 9 8585 秋 と な つて ゐ 
る 。 印 ち きき 草 は る の 方 比較 内 多く B,C 績 型 で は の 方 の 出現 泰 が より 大 の 。 
狼 名 藤 正 代 氏 19085. 販 色 分 類 日 本 虹 識 賠 鑑 Fuse. 9) は CY 型 胡 が 前 絢 背 , 學 
入 共 に 全く 黒色 な る も の を 賠 赤 し て 「 基 等 の 外 代 前 胸 疹 の りみ ー 様 K 流 柱 人 色 の も 
の . 園 終 の み 赤 落 佐 の も の 等 あり 」 と 記し て ゐる 。 著者 等 の 探 品 貼 に は 加藤 氏 
の 後 の 賠 の 如き も の を 和 途 に 贅 見 する 事 が 出来 ず , 叉 氏 の 了 賠 は Cregpidrnctylts nitide 
2 香 に 本 似 し , 賠 の み で は モア カゴ ミ ム シ な る を 非 は し むる も の が あつ た か ら , 著 
者 等 は 地 ち 斑紋 共 の 出現 に 多く の 擬 問 を 抱い て の る 。 ' 

失 , 第 + 表 より す , 9 を 綿 括 し , その 出現 度 を 各 玉 紋別 に 肖 示 すれ ば 区 


の 際 に な る 。 
第 5 表 
ーー ーー ニニ ーー ニニ ニーーー ニ ーーー ニー io 
AU 5 1 6 計 
EDOIP1Ey4 a 
19 SG 2 131 
へ . (8.6%) (38.9%) (118%)  : (593%) 
5 IN の _ 86 。 | 2% | | 90 
き (3.29 ) (25.3%) (122%) (4079) 
人 2 26 149 58 | 291 
計 (8%) ! (642%) 1 (240%) . (100%) 


此 の 夷 よ りり 見 る に 胸部 の 斑紋 型 と し て は 明弘 は 6 ょ 8% 区 現し て 最も 多く , 
A 絞 は 11.8% で 最少 で ある 。 學 還 の 斑紋 型 に 就 い て は , XX の 方 が 稀 多 く 約 60 
を 占め Y 紋 は 員 40 で ある 。 之 等 を 含 し て 1 個 胡 の 斑紋 型 を 考 へ る 場合 に は 
BX は 88.9% KK 現れ て 好 多 表 を 占め , BY 之 炊 ぎ , AY は 最も 少く 僅か 
3.2 で あ る 。 首 此 鹿 に CX. CY は 一 種 の 中 間 型 と 見 條 すべ き で 従 つ て BX, 
BY と 同 表 若しくは それ 以上 で あつ て 然るべき に も 拘ら ず , 比較 的 少 表 で 何 札 も 
419 内 外 IC 止 つて の る 事 は 舞 味 深く 皿 は れる 。 印 ち 贅 者 等 は 第 5 表 の 解 衝 選 
叶っ つて は , CX, CY を 忠 問 現 と し , BX, BY を 猫 立 性 の 強い 斑 型 と 衛 條 し , 叉 
特に 低 牽 な る AY を 硫 絞 系 統 の 傍流 と 考 へ た の で ある 。 その 結果 著者 等 は モア 
カゴ ミュ ムシ KC 一 定 の 斑紋 系 統 包 も や ふ ペ ー テ HB ペー テ BY な る 現 紋 消失 の 順 佐 を 決 
定 し 第 2 賠 を 以 て 此 の 開 係 を 読 明 する 事 が 測 米 を 。 

贅 加藤 正 世 氏 《1988, 原色 分 類 吾 本 中 識 賠 鑑 Fasc. 9) は BY 型 の 布 半 
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培 の の 所 呂 形 の 異常 紋 を 有する 個 醒 を 岡 示し , 更に 氏 は その 非 制 松 人 を 
特記 し た , ( 昆 結 界 , Vol 2. No. 7, 198 ま )。 著者 等 も 赤 第 2 賠 の . Bab. を 以 て 示 
す が 如き 赤 鶴 色 の 異常 統 を 有する 個 稚 を 唯 1 頭 見 出し た 。 . 


IV. 時 型 即 びに 左右 非 相 稚 性 
著者 等 は 弧 敷 291 頭 中 か ら 比 較 的 高 諾 の 因 型 と し て は 唯 3 頭 を 見 出し た の 
み で あつ た 。 印 ち 
1 0 放 昌 肌 肖 LuiekBeee 次 の 喧 型 。 
本 個 租 は 左右 の 前 後 燃 は 全て 極度 c 美 箱 し , 性 も 閣 化 中 の 玩 が 便 化 し て その ま 
\ 伸展 せま に 終 つ た 様 な 感 を 興 へ る も の で ある る 。 


9) 閑 濁 市 産 1g ei 念 凶 の 崎 瑠 . 
褒 偏 銘 の 第 7 9 が HE 常 の 長き の 級 の 2 に 短 縮 し 策 選 年 と な り 及 少し く 妖 曲 し て 
の る 。 - ' 
本 覆 は 式 ふ 迄 も な く , 大 懇 だ だ 右 相 稀 な る も の で ある が , 事 軸 は 種々 な 非 相 


稚 を が し て ゐる 。 折る 非 相 航 性 は 欧 づ . 

1) 正常 な も る の と し て 

2) 崎 型 と し て 

2 通り (と 分 け て 考 へ る 事 が 出来 や うと 思ふ 。 師 ち 大 爵 の 咽 み 合せ 方 , 後 次 の 開 
み 方 が 示す 左 知 非 相 稀 性 は 必然 的 な も の と し て 1) の 場合 で あり , 左 常 欧 絞 の - 
出現 や 胸 輸 虹 鹿 続 港 の 融合 等 に 現れ る も の は 後者 の 例 で ある 。 著者 等 は 第 1 に 
後 次 の 此 み 方 を 吟味 し て 区 の 結果 を 得 た 。 


第 6 殖 
人 別 | は ーー 
後 壮 の 表 み 方 露 前 | 左 BI | 右 前 | 左 前 
] 個 a | 30 ] 還 枯 3 36 | 34 33 
此 の 結果 ょ り 判 断 す れれ ば セア カゴ ミ ム 逆 の 械 み 方 は さ , \ 共に 左前 


の の も の と 直前 の も の と は 殆ど 同 雪 で あり , 演 ら く は 全く 機 剣 の 法則 反 支 配 され 
る も の で あら う 。 本 種 が 後 郊 を 重ね て 加 む 限り に 於 て , 1 個 前 は 必ず 左前 か 右前 
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の 何 iL しか を と り 左 非 用 豚 を 示す が 統計 約 に は 左前 前 の 個 酸 迷 が 只 監 瑞 し 。 
会 は 記 有 相 稀 の 取 信 を 以 て 符 す る 事 が 用 人 補 る と 少 へ ちら 札 る の で ある 。 
炊 区 大 賜 の 咽 み 合せ 方 に 就 いて , その な 前 , 前 の 出現 牽 を 調 在 し た が , 結 


某 は 炊 の 如 く で ある 。 


剖 
~1 
0 


翌 


大 肛 の 喘 谷 方 


個 


印 も 大 区 の 噛み 合せ は , さす, 9 共に だ 前 の も の が 大 多 敷 を 占め , 耐 も その 出現 
卒 は づ 835 め 550 久 で , 極め て 近い 値 を 示し て ゐる 。 此 の 原因 は 雇 ら く 
- は 大 乳 lc 附 く 咳 乱 の 義和 送 要 度 の 差異 C ヒ よる も の で あら う が , と まれ 白く の 如き 
時 容 な る 一 方 的 件 向 は 興味 ある 事 穫 で ある 。 奨 常 絞 の 上 現 に 依る 堪 右 非 相 委 性 
た 就 い て は 欧 に TIL 項 に 於 て 逃 べ だ 。 
上 締 い て 落 者 邊 は 頑 輸 外 展 の 左右 非 相 穏 性 を 槍 し た が , 弧 敷 221 頭 の 中 に 
NN な る 1 例 を 見 出し を 。 之 は 耕 麹 靖 が 左 
交 親 に 比 し て 約 Tmm 短縮 し , その 先端 は 邊 若 レ 
く 丸 味 を 有する 9 す の 1! 個 紅 で あつ た 。 
更に 閉 愉 の 六 償 縦 潮 の 充 大 非 相 答 性 を 調 奉 し 
た 結果 。 調 春 個 自 数 331 頭 の 中 に 時 弄 と 目 す べき 
常 の 角 記 縦 江 を 有する も の 1 頭 を 引 和 見 し た 。 作 


し 此 の 調 に に 於 て は , 誠 底 に 短く 存在 する 第 1 終 洋 
HE 2 i 叉 は 第 3ー§ 終 洪 
p E の 玉 端 に る 連絡 誠 胡 の 如き 細か い 毅 措 は 全く 


nto 調査 の 結果 に 依る 茶 常 縦 洪 の 中 : 
NE る 如く , 縦 港 の 1 部 が 消炎 し. 上 


第 3 賠 


ーー 下 2 本 IE 分 離し て わる も の で , 第 8 賠 や に 示す 如く 
セア カゴ ミュ シ の 双 棄 
魚 河 の 軸 常 弄 . 粗 隣 入 る 器 公 縦 港 が 連合 し . 上 下 2 片 に 分 した も の 
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3 個 吸 を 敷 へ , 他 は 夫々 第 3 剛 AGt る も の が 1 個 踊 宛 で あつ た 。 
之 全 は 人 し も 叉 の 人 カー か に 内 座れ た も の の み で | その 出現 
率 は 充 麺 靖 6 個 般 装 し . 大 次 輌 5 個 朋 で 喘 同 敷 と 征 す る 事 が 出來 る 。 

如 上 の 材料 で 叉 各 縦 江 の 異常 の 疾 度 表 を 作 つ て 見 る と , 第 8 表 C 見 る 如く , 


第 8 実 

TNI } 
部 人 紙 輝 の 番 2 | 5 | : | | 6 
具現 半 | 4 5 | 6 | 3 | 1 


葉 も 毅 異 の 多い の は 多 ま 縦 江 で . 第 3 第 3 縦 潜 が 之 I に 炊い で の る 。 第 6 一 第 10 
縦 漠 は 之 に 比 し て 逃 だ 安定 し て ゐる と 所 ふ べ き で あら う 。 俳 し 第 1 縦 溝 は その 
藤 さ の 李 め て 短い の に 佐 つ て , 此 謀 に 同日 に 論ずる 事 は 出来 な い 様 に 央 へ る 。 此 
の 半 鹿 縦 港 の 左 大 非 机 箕 性 に 交 い て は 本 に 舟 茂 正 氏 昆 遇 泉 , Vol. 2 Nu. 7 
19841) が T 例 報告 を な し て の る が , 此 の 例 も 赤 蓋 者 等 の 得 た 結果 を 翼 圭 し て ゐ 
る 楼 に 思ふ 
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